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柿滋避 埋和紙と1.E托虞埋和i::JCの各10即 .tJに於ける｢シミ｣蝕黙礼柵止

木文記如く｢シミ｣に封する､柿縦の肪叔敏光に就きて)蓼 KJi

上陶--･･記錬節 I表,節 Il回 5雛

下郎卜････FE!錐節 II表,節 1ⅠLn17蛾
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Fシミ｣に封する輔 鮭の防虚数巣は就 きて

山 田 保 治

紺 竃

数a輔 ､京都の某省本屋で､｢兼山名所薗歯｣(寛政十一己来仲零牽行､文政五壬牛初冬補刻)i)

を入手 したo此和本を質入した目的は､本の内容其物に､興味を感じて居たこ上棟勿論であるI

が､勝に余の注意を引いたの帆 此本の周囲の小 口が全乳 無雑作ではあるが､柿狼を塗って

防曲魔球を施されて居た鮎にある｡其の首るさか ら見ると､最初のUT戴者によって.柿演を塗

られたものと考へられる｡百二十飴年を経て居ながら､轟q)被害は少しも見ることが出奔なか

ったO此事から､恩ひ出されるのは､余の組父が大切な晋薪を､溢駅の盛に仕舞って居たこと

や｡班は丈夫で､銀が発かなくて良いと音ひなが ら､葛寵に紙を張って,基上に柿狼を塗って

居た､母の若い時0)姿であるL,

柿狼が.物を丈夫にしたむ,防品数鼎を蔑輝する,其要因が､｢クンニ,/-｢であることは,

に周知q)事資であるO鹿って､硯に弟驚背鼻防除用としての､袋掛の紙に､之が廠用せられ

紙其物を丈夫にするVこと ､ゝ防轟上英数巣が.極めて覇者なることを認められて居るo

塵が,家庭寄巌として､政も晋連な 1-シミ｣に射 し､柿盤が,経験上.其防品数奥を奔

て居ながら.近年綿 疎々ぜられて居るかの傾向があると共に､其政雄に就き数字的に硯転
I

ものが無いように息ふo

依って筆者は､rシミ｣を横紙畠とし.和紙の柿漉鹿理と.無慮理のものとを茂り､之を

餌料として尊慮独尊の蓋輿を確かめ.以て,賓頗愛護を第-としなければならぬ今日,事卿 こ

得 られる柿猿が,防轟上如何に役立つかを､明瞭ならしめたいと思ふのであるO 東女春草する

に常わ,本研究調査に終始助力せ られたる､1小山英子氏に厚 く感謝の意を表すO

二珪 輸 苗 Ⅰ

饗鹸期間 昭和17年相月4日乃至同年Ⅹ月12EL 計 100日間

供就昆晶 ｢シミJLepismasaccharlna工血naeus.の威親 ｢素都塵｣10匹使用したO

(胤版一歩m宅)
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横紙糾料 和紙 ｢手渡の無地｣

和紙 ｢手渡J挿狼感想 (柿猿払 1合金18鏡の1割軌指で,和紙の姦姦各 1回づ ゝ

漁った ものを.充分乾性 した上で使用 L o

以上の 9稔を,健適▲4･5｢センチメ- い レ｣角に蘭つ 他 紙 剛 と州 書.
ce -,J7.十1_心血J

て用ひたO

飼育布誰 ｢ペ 1､')シャ-レJ内荘 7ト1::/ナメー トル｣深 さ3

rセγチメ-トル｣のものを使用 したO 常

例常 盤 涼太療興部風量湛研究立札 略は噌皇同機の装豪を

施 した.自然温度Et)堂で飼育 したO

温 庶 窒挽. 1週間肴自評温度計にて記練｡

飼育容矩l個の中に､無塵理和紙と､柿狼挺理和紙を,各 i枚

づ 計ゝ 2枚入れ.｢シミ｣を1枚につき1越の割合で､計 2世故飼

し∴同様の もの5線造む､各18白目番に､9時よわ12時までの問に

観娯 して､｢シミ｣のために蝕零 された状況を記録 し､蝕寧された

燐銑鋼料軌 其隙取換-ると共に,之等の｢シ怠｣が､10日間に蝕

方眼紙を用ひ.蝕零された面積が､方眼耽 1｢怠11メ-71項 角に

欄常する時に､之を lとして計欝 し､灸蝕客層横が,幾何経に常

るかを測ったのであるo

而して､無幽 和紙摘 泰盛断 舶 )､飼育容静巌 於ける宰

ね方酬 &.序は､上Lfそれぞれ連へて匿いたが､驚験の結果か ら見

ると.重ね方の如何は,蝕啓画桟に姓､将に記鉄する稗の影執 ま

なかったO以上の賓敏感渡r記録第 1塞｣によると､｢計ミ｣の1OO

日間に発ける蝕賓南棟の終計絵､無塵琶和紙は 1,56i･40の大泉を

蝕寄せるに度 し､抑敏感漣和紙は僅かに 15.63の少敦を蝕零せる

に過ぎない､

驚 凝 滞 ∬

寛漁期髄 質験算Ⅰに同じO
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｢シ.ミ｣に封する柿波の防最致兼に関する記録

昭和17年Ⅶ乃重昭和17年-･Ⅹ調査 .

記 録 節 Ⅰ 表

宗# 1開 業学芸

管 9 // 7.50 ().0- 29.79~BO,tSb
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｢シ･ミ｣に封する柿批の防放散某に関する記録

昭和17年Ⅶ乃里昭和17年Ⅹ調査

相 鉄 解 北 袈
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供試昆鼻 賛験第 Ⅰに同 じ｡

供試翻 斗 賓験第 Ⅰと同様なれ ども､本質験で帆 4.'5｢センチメ- トル｣角に切った和紙の

年部は無産理.他の牛部は柿張度埋%-して使用 した｡

飼育容器 鷺除第 Ⅰに同じ｡

飼 育 室 同

温 度 伺

飼育容着岸り国の中に､無塵理年部 と柿豆粒庭理牛部の和紙 1枚を入れ､其中に ｢シミ｣を 1匹

散開 し､同様の もの10組造って､飼育観察 した｡観察の方法並びに其期 日､蝕宰面積計算の方

法∴等凡ノヾて､寛験第 Iと同様で､此寛験成績の結果は｢記録第 正義｣の通 りで､｢シミ｣の100

日間に於ける蝕賓面積の総計は､無塵理牛部は854,43の大丑を蝕害せるに反 し､柿粒虚理牛部I

は 54.89の少量を蝕害 したるに過ぎない｡
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柿鮭で本の周囲の小口を防轟加工された｢東山名所国骨｣
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概 括 と 結 論

以上の資験威掛 こよって明らかな如 く∴ 2蝕 を通じて.柿洪鹿撃抑紙は､償少の蝕聾を見

たるに反し､無塵理和紙は極めて大魚の蝕啓を見られるO此事驚臥 柿狼が防嵐上､如何に英

数兼が鯨著であるかを加賀に物語って居るものと雷はなければならぬ0

両して叉,柿醸成罰挿岬モの∴蝕寄面積を辿って見るに､驚鹸開始の常初に於ては､此攻的大

泉q)飯事を見 られたものが､後に到るに綻ひ､菅じるしく減少し､鷺険期間の,中頃以後に到る

や､極めて微塵の蝕啓しか見られないことは.或は多少温度の影響に左右せ らるゝことあらん

も｡此は ｢シミJ自身が､柿狼の味覚を感知し､之れを忌避 しての､生態上の現象にあらざる

㌔かとも考察せ らる のゝである｡

大切な衣服の包装用として､格叉.重要書類の盛劉こ､其他柿満利用の道は､工夫次第で､い

くらでも開けて碑7po庭先きq)購坤で革は足りる｡今日の如き物故不足の新札 之が利用とエ ′p

未を計Qj､以て､栗源愛護に務むることこそ､今日の常 の々心棒へでなくて披ならぬ｡


